
　

日
頃
の
公
民
館
活
動
に
里
山
辺

の
皆
様
ご
理
解
ご
協
力
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

公
民
館
活
動
を
さ
せ
て
頂
い

て
ま
ず
思
う
こ
と
は
、
地
域
の

事
に
献
身
的
に
取
り
組
ま
れ
て

お
ら
れ
る
方
が
沢
山
お
ら
れ
頭

が
下
が
る
と
い
う
事
で
す
。
そ

し
て
、
そ
の
よ
う
な
方
々
と
一

緒
に
仕
事
を
さ
せ
て
頂
く
こ
と

に
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
松
本
市
は
健
康
寿
命
延
伸
都

市
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は

何
年
生
き
た
か
が
問
題
で
な
く
、

元
気
で
生
き
た
か
ど
う
か
と
い
う

事
が
大
事
だ
と
い
う
事
で
す
。
公

民
館
や
ひ
ろ
ば
の
利
用
者
の
方
々

と
接
し
て
い
る
と
、
た
だ
元
気
で

長
生
き
だ
け
で
な
く
、
人
と
楽
し

く
関
わ
り
な
が
ら
生
活
し
て
い
る

か
が
更
に
大
事
だ
と
い
う
事
が
よ

く
分
か
り
ま
す
。
い
く
ら
健
康
で

長
生
き
し
て
も
、
一

人
で
悶
々
と
し
て
い

た
の
で
は
意
味
が
あ

り
ま
せ
ん
。

　

公
民
館
は
人
と
人

と
が
楽
し
く
関
わ
る

最
適
の
場
で
す
。
当

然
関
わ
り
の
中
で
地

域
や
そ
こ
に
住
む
人

に
何
か
貢
献
す
る
、

逆
に
関
わ
り
の
中
で

助
け
て
頂
く
こ
と
も

多
い
で
し
ょ
う
。「
住

ん
で
よ
か
っ
た
里
山

辺
」
そ
の
た
め
に
は

お
互
い
が
挨
拶
・
声

が
け
の
で
き
る
間
柄
の
社
会
的

寿
命
を
延
ば
し
た
い
も
の
で

す
。
そ
う
し
た
こ
と
が
で
き
る

場
と
し
て
公
民
館
活
動
を
企
画

運
営
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

里
山
辺
公
民
館
長　

花
岡　

豪

◇
第
45
回
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・

　
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

6
月
7
日（
日
）

◇
第
11
回
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

8
月
21
日（
金
）

◇
第
62
回
野
排
球
大
会8月

30
日（
日
）

◇
第
27
回
郷
土
作
家
展

9
月
10
日（
木
）〜
13
日（
日
）

◇
第
60
回
地
区
大
運
動
会

9
月
27
日（
日
）

◇
第
41
回
地
区
文
化
祭

10
月
31
日（
土
）・
　
　
　
　

11
月
1
日（
日
）

◇
第
59
回
卓
球
大
会
・

　
第
36
回
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

11
月
15
日（
日
）

◇
立
志
式
　
　
　
2
月
20
日（
土
）

　
　

　

地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
が
開
設

さ
れ
て
一
年
、
町
会
連
合
会
で
は

地
域
の
課
題
や
活
性
化
に
向
け
た

取
組
を
、支
所
、公
民
館
、福
祉
ひ

ろ
ば
等
各
種
団
体
と
連
携
を
図

り
、安
心
し
て
、心
地
良
く
、心
豊

か
に
暮
ら
せ
る
里
山
辺
地
域
を
目

指
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

地
域
づ
く
り
は
人
々
の
信
頼
関

係
や
地
域
の
協
調
性
、結
束
力
、地

域
と
の
つ
な
が
り
、
教
育
文
化
や

伝
統
を
大
切
に
し
た
地
域
力
の
向

上
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。地
域

力
は
、
米
一
粒
一
粒
が
光
輝
き
寄

せ
集
ま
っ
て
い
る
美
味
し
い
「
お

に
ぎ
り
」と
似
て
い
ま
す
。私
達
の

暮
ら
し
て
い
る
里
山
辺
は
自
然
豊

か
な
、
歴
史
と
文
化
の
香
り
の
高

い
地
域
で
あ
り
1
1
９
0
0
人
も

の
人
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
に
優
し
く
、
未
来
を
背

負
う
若
者
を
育
て
、
お
年
寄
り
の

知
恵
と
若
者
の
発
想
と
夢
を
、
世

代
を
越
え
皆
が
力
を
合
わ
せ
将
来

に
渡
っ
て
住
み
や
す
い
、
住
ん
で

み
た
い
、
夢
と
希
望
の
持
て
る
地

域
で
有
り
た
い
と
願
う
も
の
で

す
。挨
拶
運
動
、
町
づ
く
り
ト
ー

ク
、
運
動
会
･
文
化
祭
等
行
事
や

諸
活
動
を
通
じ
て
地
域
に
住
む
私

達
、一
人
一
人
が
今
こ
そ
、つ
な
が

り
を
大
切
に
、
更
に
暮
ら
し
や
す

い
地
域
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

わ
い
わ
い
カ
レ
ー
事
業
は
3
年

目
。発
足
日
は
4
月
19
日
で
し
た
。

あ
い
に
く
の
雨
で
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ

を
植
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
公
民

館
の
大
会
議
室
で
自
己
紹
介
や
年

間
の
計
画
や
注
意
事
項
の
確
認
を

し
ま
し
た
。

　

今
年
の
参
加
者
は
、19
名
で
す
。

保
護
者
を
合
わ
せ
る
と
50
人
弱
で

活
動
し
て
参
り
ま
す
。
小
学
校
4

年
か
ら
3
年
連
続
し
て
参
加
し
て

く
れ
て
い
る
下
金
井
の
小
林
雅
英

平成２６年度 里山辺公民館決算書 （単位：円）

項 目
地 区 分 担 金
助 成 金
雑 収 入
繰 越 金

合 計

決 算 額
127,519
30,000
90,000
861,399
157,650
30,000
9,425

176,400
109,240
95,884
97,000
18,600

1,803,117

決 算 額
1,783,000
20,000
117

300,000

2,103,117

項 目
学 習 活 動 費
館 報 編 集 費
図書視聴覚事業
体 育 事 業 費
文 化 事 業 費
人権啓発事業費
郷 土 愛 活 動 費
委 員 報 酬
事 務 費
補 助 金 等
印 刷 費
会 議 費
合 計

平成２7年度への繰越金　300,000円

収入の部 支出の部

里山辺地区町会連合会
会　　長

丸山　祐弘

三
年
目
を
迎
え
た
　
　
　
　
　
カ
レ
ー
事
業

い

い
わ

わ

わいわいカレー
発足日の様子

君
は
、「
今
年
も
お
い
し
い
カ
レ
ー

が
で
き
る
と
良
い
な
」
と
目
を
輝

か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

フ
ァ
ー
ム
ワ
ー
ク
山
辺
の
赤
木

社
長
は
「
学
校
の
行
き
帰
り
な
ど

に
顔
見
知
り
に
な
り
挨
拶
し
て
く

れ
る
の
が

と
て
も
嬉

し
い
」
と

言
っ
て
い

ま
し
た
。

そ
の
他
各
種
講
座
や
事
業

の
開
催
に
つ
い
て
は
、「
里

山
辺
公
民
館
だ
よ
り
」を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
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世帯数：
　男　：
　女　：
　計　：

5,083戸
5,722人
6,127人
11,849人

平成27年5月1日現在

公
民
館
活
動
で
健
康
寿
命
か
ら

              

さ
ら
に
社
会
的
寿
命
へ

平
成
27
年
度

　
　
里
山
辺
公
民
館

　
　
　
主
な
事
業
の
ご
案
内

心
地
良
い
・

 

心
豊
か
に
暮
ら
す

　
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て



　

松
本
市
惣
社
に
「
か
り
が
ね

サ
ッ
カ
ー
場
」
が
完
成
し
４
月
１

日
よ
り
利
用
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

Ｊ
１
の
松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
の
練
習

拠
点
だ
け
で
な
く
多
く
の
市
民
が

利
用
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

緑
の
芝
生
が
と
て
も
綺
麗
で
地

元
の
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
な
ど
が
試

合
や
練
習
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
、
練
習
を
し
て
松
本
山

雅
に
入
り
日
本
代
表
選
手
が
生
ま

れ
れ
ば
よ
い
と
思
い
ま
す
。

　

近
く
に
は
松
本
市
野
球
場
や
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
も
あ
り
ま
す
。
ス

ポ
ー
ツ
を
通
し
て
地
域
が
活
気
づ

け
ば
い
い
と
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
　

館
報
編
集
委
員　

赤
木
秀
雄

◆
町
会
連
合
会
、
公
民
館
長
会

◎
は
長
　
○
は
副

町
会
名　

町
会
長
　 

　
公
民
館
長

下
金
井　

早
川
研
夫　

上
内
佳
朋

新　

井
○
斎
藤　

実　

赤
羽
健
治

湯
の
原　

花
岡
武
司　

花
岡
則
夫

藤　

井　

赤
木　

保
◎
藤
井
敬
善

上
金
井　

矢
﨑
弘
道　

浅
輪
廣
幸

薄　

町　

西
村
侊
哉　
佐
々
木
成
幸

兎
川
寺　

古
幡
健
夫 　
藤
森
秀
男

荒　

町　

米
原
俊
夫　

伊
藤
芳
昭

西
荒
町　
市
原
富
美
敏　

布
野
慶
信

北
小
松
◎
丸
山
祐
弘　

桐
畑
文
明

西
小
松　

西
浦
眞
治　

小
野　

忠

南
小
松　

倉
田
輝
美
○
倉
田
治
全

林　
　

○
小
岩
井
俊
忠　

横
山
金
生

美
里
町　

内
田
武
男　

多
田
光
彦

若
里
町　

布
野
茂
雄　

川
端
清
司

小
松
町 　
飯
島
基
茂　
久
祢
田
修
一
郎

◆
子
ど
も
会
育
成
会

◎
小
岩
井
里
美　

○
村
本
千
絵
美

◆
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会

◎
山
口
壽
男　
　

○
久
保
田
一

○
吉
田
秀
男　
　

○
古
田
貞
夫

○
久
保
田
常
子

◆
里
山
辺
公
民
館

公
民
館
長　
　

花
岡　

豪

館
長
補
佐　
　

浅
村　

晋

公
民
館
主
事　

石
川
和
也

嘱
託
職
員　
　

中
村　

徹

◆
運
営
委
員

◎
多
田　

健　

○
小
岩
井
里
美　

丸
山
祐
弘　

赤
木　

保　

藤
井
敬
善

山
口
壽
男　
江
渕
ま
ゆ
み　

深
澤
輝
之

鈴
木
千
夏　

丸
山
健
一　
千
野
三
千
代

中
澤　

寛　

上
兼　

忠　

久
保
田
一

◆
人
権
啓
発
推
進
委
員

〈
町
内
〉   

◎
久
保
田
一
○
横
山
金
生

西
森
尚
巳　

坂
野　

拓　

花
岡
則
夫

藤
井
敬
善　

浅
輪
廣
幸　

廉
澤　

修

米
原
俊
夫　
市
原
富
美
敏　

桐
畑
文
明

小
野　

忠　

新
井　

悟　

多
田
光
彦

布
野
茂
雄　

大
森
女
礼

〈
各
種
団
体
〉
布
野
茂
雄　

田
村
孝
仁

山
口
壽
男　

山
下　

同　

田
中
俊
光

北
野
小
春　

深
澤
輝
之　

鈴
木
千
夏

江
渕
ま
ゆ
み　

岩
原　

忍　

新
井
崇
清

小
岩
井
里
美　

藤
井
敬
善　

布
野
芳
枝

◆
体
育
委
員

〈
本
部
〉　
◎
中
澤　

寛
○
木
下
栄
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

○
松
尾　

衛

日
野
原
利
治　

佐
藤
謙
児　

武
重
早
苗

山
本
和
利　

金
井　

守　

川
口
一
雄

川
上
正
樹　

天
満
俊
孝　

竹
岡
和
美

大
嶋
康
弘　

蓑
島
太
郎　

百
瀬
一
実

中
谷
利
昭　

三
澤
進
一

〈
松
本
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
〉

奥
原
憲
祐　

越
原
政
子

〈
町
内
〉　   

田
中　

肇　

田
村
富
男

西
澤
英
明　

川
上
正
直　

丸
山
典
広

中
澤
貴
弘　

赤
羽　

元　

中
野
泰
行

百
瀬
昭
男　

大
澤
孝
敏　
小
岩
井
禮
子

忠
地
佳
貴　
大
久
保
正
利　

岩
岡
資
高

澤
柳
秀
利　

大
畑
友
弘

◆
文
化
委
員

〈
本
部
〉　

◎
上
兼　

忠 

○
伊
藤
由
紀
子

西
村
文
治　

中
野
由
美　

金
井　

眞

高
橋　

裕　
市
原
シ
ゲ
ル　

石
川
悟
子

〈
町
内
〉       

尾
崎　

順　

藤
澤　

浩

松
沢
す
み
子　

赤
木
秀
雄　

藤
本　

昭

熊
井
裕
也　

藤
森
政
義　

川
口
悦
男

櫻
井
政
彦　

塩
野
完
治　

田
垣
元
敏

小
岩
井
賢
彦　

朝
倉　

平　

吉
田　

毅

松
永
美
枝
子　

大
森
女
礼

◆
図
書
視
聴
覚
委
員

◎
千
野
三
千
代　

○
愛
瀬
三
枝

松
井
幸
子　

小
平　

香　

花
岡
康
恵

因
幡
由
美　

辻
ト
メ
子

◆
館
報
編
集
委
員

◎
丸
山
健
一　

〇
細
野　

麗

赤
木
秀
雄　

麻
原
典
明　
小
岩
井
登
嗣
治

塩
原　

司　

古
澤
正
就

里
山
辺
公
民
館

　

こ
の
度
、
里
山
辺
地
区
公
民
館

主
事
と
し
て
配
属
と
な
り
ま
し
た

石
川
和
也
と
申
し
ま
す
。

　

里
山
辺
は
私
の
生
ま
れ
育
っ
た

地
で
あ
り
、
通
勤
で
通
る
景
色
は

と
て
も
愛
着
の
あ
る
懐
か
し
い
も

の
で
す
。

　

里
山
辺
地
区
に
住
む
方
々
は
親

し
み
や
す
い
気
さ
く
な
人
柄
を
お

持
ち
に
な
っ
て
い
て
、
こ
れ
か
ら

公
民
館
活
動
で
連
が
り
を
持
て
る

と
思
う
と
非
常
に
心
躍
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
公
民
館
主
事
】

【
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
職
員
】

　

4
月
1
日
の
人
事
異
動
に
よ
り

里
山
辺
地
区
地
域
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す

赤
澤
亜
季
で
す
。

　

毎
日
窓
か
ら
望
む
北
ア
ル
プ
ス

や
乗
鞍
に
心
洗
わ
れ
な
が
ら
、
里

山
辺
は
素
敵
な
地
域
だ
と
つ
く
づ

く
実
感
し
て
お
り
ま
す
。
不
慣
れ

な
こ
と
ば
か
り
で
ご
迷
惑
を
お
か

け
す
る
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま

す
が
、
皆
様
か
ら
色
々
教
え
て
い

た
だ
き
な
が
ら
地
域
づ
く
り
に
携

わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

公民館主事
石川　和也

地域づくりセンター
職　　員

赤澤　亜季

　

4
月
1
日
付
の
人
事
異
動
に
よ

り
、
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
職
員

の
久
保
田
洋
子
さ
ん
は
定
年
退
職

さ
れ
、現
在
は
再
任
用
嘱
託
職
員

で
四
賀
地
区
地
域
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
へ
、
公
民
館
主
事
の
長
澤
靖

さ
ん
は
新
村
地
区
地
域
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
へ
異
動
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
変
、お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

松本市かりがねサッカー場
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